














　沖縄県においては、在留外国人数は 10,198 人で全国の 29 番目となっているが、前
年末増減比では、8.4% の増加率となっており、長崎県の 9.8% 増に次ぐ 2 番目に増加
率が高い県になっている。また、外国人の沖縄県入域観光客数は、平成 26 年度で約














































































































































































　本稿では、マツモトの研究成果と笠原（2012）の留学から帰国した学生（1 ～ 1 ヶ




































も行なった。質問項目に対しては、「賛同するか賛同しないか」の度合いを 1 ～ 7 の
段階で回答したが、マツモトでは、1 を「まったく同意しない」、4 を「どちらでもな
い」、7 を「非常に賛同する」という 3 パターンの評価表現を用いている。しかし、
本稿では比較をよりわかりやすくするため、その間にある 2 を「ほとんど賛同しない」、



















































基準（-1.89 以下が「高い」、-1.89 から 5.66 の間は「普通」、5.66 以上は「低い」）に従っ
て分析した結果、図 2 のようになった。
　本対象者の全体的な平均値は 0.53 で、普通レベルの範囲内において高い数値であっ






















































　マツモト（同掲：92）の評価基準（12.51 以上が「高い」、12.51 から 2.91 の間は「普
通」、2.91 以下は「低い」）に従って分析した結果、図 3 のような結果となった。本対
象者の全体的な平均値は 9.06667 で、普通レベルの中間値より高めの結果となった。






































































た。 マ ツ モ ト（ 前 掲：
101）の平均値は、日本
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八島智子・久保田真弓（2012）『異文化コミュニケーション論』松柏社
八代京子・荒木晶子・樋口容視子・山本志都・コミサロフ喜美（2001）『異文化コミュ
ニケションワークブック』三修社
八代京子・世良時子（2010）『日本語教師のための異文化理解とコミュニケーション
スキル』三修社
［1］八島・久保田（前掲：260）によると、「異文化コンピテンスのひとつは、コミュニケーションを通して
線を越えること、そして線の引き直しが柔軟にできる」ことだとしている。また、相手を知る、自分を
知ってもらうという対話を開いていく気持ちが何より大事であり、接近したり離反したりしながら進行
することによって互いに影響し合い、考え方や態度が変化していくダイナミックなものであると説明し
ている。
［2］八島・久保田（2012）は、ローカル・アフェクトを「ローカルに生きる人々の思いを心とからだで受け
止め、他者と共有するための感性」、「直感的コミュニケーション能力であり、五感で文化を体感する能
力や共感力、また、オープンな心と柔軟性を持ち、違いを楽しむことができる感性」だとしている。
［3］八島・久保田（2012）は、グローバル・マインドを「国単位で物事を見て行動する国際人というより、
世界の状況を的確に把握し、行動できる人、相手の立場を理解し、コミュニケーションを通して利害を
調整できる人材」、「認知的で、身の回りで行っていることを、グローバルな現象と結びつける能力」と
している。
［4］本調査の対象者全員が学生であり未婚者であったため、質問項目中の「夫や妻」という表現に「彼女や
彼氏」を加えた。
［5］本調査の対象者全員が学生であったため、質問項目に「先生や目上の人」を加え、「先生や目上の人（上
司等）」とした。
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